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＊世界規模のメタ解析によると、FTDの発症率は約 2.28 件

/10万人・年、有病率は約 9.17 件/10万人と推定されてい

ます。

＊行動障害型（bvFTD）の有病率は 約9.7/10万人 で最も高

い。

＊原発性進行性失語（PPA）は 約3.7/10万人 と評価されて

います。

＊若年層（65歳未満）でも発症率は 約1.8/10万人・年 と見積

もられ、若年性認知症として重要な疾患群です。

前頭側頭型認知症の疫学
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「前頭側頭型認知症＝ピック病」

「ピック病は前頭側頭型認知症の病理学的サブタイプの一つ」

「前頭側頭型認知症は臨床診断名、ピック病は病理診断名」

◎歴史的背景（混同の理由）
かつて（特に20世紀後半まで）は

 前頭葉・側頭葉優位の萎縮性認知症をまとめて「ピック病」と呼ぶことが多
かった
病理学・分子生物学の進歩により

 「ピック病＝特定のtau病理を示す疾患」と再定義された
そのため、古い教科書・慣用表現では同義的に使われていた名残があります
。
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＊適応となる治療薬はない。各精神症状、行動異常をコント

ロールするために非定型抗精神病薬、感情調整薬などが利

用されることが多い。

＊ドネペジルなどを使用することで病状が悪化することが多

い（誤診に注意）。

＊利用できるケアサービスが限られてしまう。

＊ルーチン化療法（同じ行動を繰り返して頂くようにアプロー

チする）を有効利用する。

前頭側頭型認知症の治療とケアについて
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